
2025年主要文献目録　　 （2025年刊行の主要文献を掲載対象としている）

国際政治・外交史

著書

【一般】

浅野亮（編著） 国際秩序のなかの「一帯一路」 : 歴史、地域・国際関係、領域からの視座 法律文化社

阿部利洋（編） グローバル正義の変容 : グローバルサウスの台頭と新たなポリティクス ナカニシヤ出版

石塚勝美 国際平和への課題 : 理論と実践(PKO) 創成社

泉川泰博 東アジア安全保障の論理 : 理論と歴史でパズルを解く 勁草書房

ヴェドリーヌ、ユベール（編）、

土居佳代子（訳）

外交官が変えた世界史 上・下 原書房

エステーヴ、アドリアン（著）、

中野佳裕（訳）

環境地政学 白水社

大矢根聡（編著）、佐々木卓也、

西山隆行、杉之原真子、青山瑠

妙、渡邉真理子、李彦銘、服部龍

二、小尾美千代、和田洋典、藤田

泰昌

共振する不安、連鎖する米中対立 千倉書房

岡野八代 ケアの倫理と平和の構想 : 戦争に抗する　増補版 岩波書店

押村高 グローバル社会の哲学 : 現状維持を越える論理 みすず書房

小山田英治、杉浦功一、木村宏恒

（編著）

開発政治学と持続可能な開発 : 途上国のガバナンス制度化の総合的考察 晃洋書房

カー、E・H （著）、中村研一

（訳）

平和の条件 岩波書店



川北省吾 新書世界現代史 : なぜ「力こそ正義」はよみがえったのか 講談社

小泉悠、黒井文太郎 国際情勢を読み解く技術 宝島社

佐藤親賢 なぜプーチンは戦争を続けるのか : ウクライナ侵攻が変えたロシアと世界 東京堂出版

佐渡友哲、信夫隆司、柑本英雄、

山本直（編）

国際関係論 弘文堂

佐橋亮（述）、日本経済団体連合

会21世紀政策研究所（編）

トランプ政権再始動と米中対立・国際秩序の行方 : セミナー 21世紀政策研究所

篠田英朗 地政学理論で読む多極化する世界 : トランプとBRICSの挑戦 かや書房

島村直幸 「逆」から読み解く国際問題 : トランプから中国問題、第四次産業革命まで 一藝社

下斗米伸夫 ウクライナ戦争後の世界秩序 集英社インターナショナル 

進藤榮一 国際公共政策の道 : 「新しい社会」へ 花伝社

ジャーヴィス、ロバート（著）、

阿部大樹（訳）

国際政治における認知と誤認知 みすず書房

鈴木一人 地経学とは何か : 経済が武器化する時代の戦略思考 新潮社

田所昌幸 世界秩序 : グローバル化の夢と挫折 中央公論新社

田浪亜央江、斎藤祥平、金栄鎬

（編）

地域研究の境界 : キーワードで読み解く現在地 人文書院

千々和泰明 世界の力関係がわかる本 : 帝国・大戦・核抑止 筑摩書房

チョムスキー、ノーム（著）、大

地舜、榊原美奈子（訳）

誰が世界を支配しているのか? 双葉社

都築勉 政治学の運命 : 高畠通敏・佐々木毅・三谷太一郎の政治学 吉田書店

富樫耕介（編著） 激化する紛争への国際関与 : 仲介の理論と旧ソ連地域の事例からの考察 晃洋書房

トンプソン、ヘレン（著）、寺下

滝郎（訳）

秩序崩壊 : 21世紀という困難な時代 東洋経済新報社

中澤達哉（責任編集）、歴史学研

究会（編）

「主権国家」再考 : 近代を読み替える 岩波書店



中西輝政、鎌田浩毅 中西輝政×鎌田浩毅国際政治を見つめて : 大英帝国の落日と日本の行方 ミネルヴァ書房

中村都（編著） 国際関係論へのファーストステップ 　第3版 法律文化社

南原繁研究会（編） 戦争と平和 横濱大氣堂

西谷修、工藤律子、矢野修一、所

康弘

グローバルサウス入門 : 「南」の論理で読み解く多極世界 文眞堂

日本経済研究センター（編）、前

嶋和弘、渡邊啓貴、安井明彦、岡

部みどり、森聡、広瀬佳一、生貝

直人、安藤淳、刀祢館久雄 （著）

トランプがもたらす新世界 : 変容するグローバル秩序 日経BP日本経済新聞出版

日本国際政治学会（編） 国際関係への文化的アプローチ 有斐閣

日本国際政治学会（編） 地域主義の新局面 有斐閣

日本国際政治学会（編） 地球環境ガバナンス研究の最先端 有斐閣

日本国際連合学会（編） 国連と秩序構想 国際書院

白鷗大学法政策研究所（編） デジタル社会の政策と法 勁草書房

濱村仁 核不拡散体制と主権不平等 : 核兵器独占はいかに正当化されてきたか 東京大学出版会

林吉永 避戦の地政学 : 戦争の世界史から学ぶ かもがわ出版

広瀬佳一、小笠原高雪、小尾美千

代（編著）

よくわかる国際政治 ミネルヴァ書房

福富満久 国際正義論 東信堂 

藤原帰一 世界の炎上 : 戦争・独裁・帝国 朝日新聞出版

ヘディンガー、ダニエル（著）、

山本晶子、山根徹也（訳）

枢軸 : ベルリン・ローマ・東京一九一九--一九四六年 人文書院

北海道教育大学函館校国際地域研

究編集委員会（編）

国際地域研究 大学教育出版



マッケオン、コルム（著）、大坪

哲也（訳）

ラインホールド・ニーバーの政治的リアリズム : 戦争と国際政治の倫理 晃洋書房

山田敦、和田洋典、倉科一希（編）国際関係学 : 地球社会を理解するために 有信堂高文社

吉沢晃（編） はじめての国際政治経済学 : アクティブ・ラーニングで学ぶ理論と政策の基礎 法律文化社

劉江永原（著）、劉星、房迪、陳

哲（訳）

持続可能な安全保障論 成文堂

【日本関係】

赤川省吾 日独冷戦秘史 : 東独機密文書が語る歴史の真実 慶應義塾大学出版会

浅野一弘 現代政治をめぐる課題 : 安倍政権とトランプ政権をふり返る 同文舘出版

浅野一弘 日米首脳会談と「現代政治」　新装版 同文舘出版

荒野泰典 近世日本国際関係論 吉川弘文館

飯島直樹 天皇の軍事輔弼体制 : 元帥と戦争指導の政治史 名古屋大学出版会

五百旗頭真 米国の日本占領政策 : 戦後日本の設計図　上・下 中央公論新社

五百旗頭薫、奈良岡聰智 日本政治外交史　改訂版 放送大学教育振興会

石澤靖治 世論とメディアでみる戦後日米関係 : 日本はこの国とどう付き合ってきたのか 創成社

入江昭 日米戦争 中央公論新社

梅原季哉 核の戦後日本政治史 : 非核アイデンティティと日米安保の80年 ミネルヴァ書房

岡﨑匡史 日本占領と宗教改革　増訂 法藏館

加茂具樹（編著）、廣瀬陽子、森

聡、渡辺将人、鶴岡路人、土屋大

洋、藤田元信、古谷知之、神保謙

（著）

ウクライナ危機以後 : 国際社会の選択と日本 東洋経済新報社

北野幸伯 日本の地政学 育鵬社

熊本史雄 外務官僚たちの大東亜共栄圏 新潮社



黒田友哉、森靖夫、倉科一希（編

著）

日米欧三極関係の成立 : 「長い70年代」における国際秩序の刷新 法律文化社

高坂正堯 高坂正堯外交評論集 : 日本の進路と歴史の教訓 中央公論新社

佐藤公彦 日清戦争・「三国干渉」と帝国主義「中国分割」 : 東アジア現代の国際関係構造の起

点

ゆまに書房

周俊宇（著）、川島真（監修・校

訂）

日本の植民地統治と台湾人認識 : 「支那民族性」のまなざし 東京大学出版会

進藤榮一 最後のリベラリスト芦田均 : 戦後改革の終焉へ 花伝社

高杉洋平 帝国陸軍 : デモクラシーとの相剋 中央公論新社

鶴園裕基 「人の移動」の国際政治 : 東アジア冷戦体制の形成と日本華僑 晃洋書房

中村尚史（編著） 日本帝国圏鉄道の形成 日本経済評論社

日本国際政治学会（編） 国際政治のなかの日米関係 : 一九八〇年代の諸相 有斐閣

長谷川貴志 日中国交正常化と日本政府 : 中国問題をめぐる葛藤と選択 吉田書店

波多野澄雄 日本終戦史1944-1945 : 和平工作から昭和天皇の「聖断」まで 中央公論新社

波多野澄雄 歴史としての日米安保条約　増補 岩波書店

波多野澄雄、宮城大蔵（編著） 日本外交をどう考えるか : 日米安保・歴史問題から沖縄まで 慶應義塾大学出版会

堀真清 北一輝・近衛文麿・石原莞爾と大東亜戦争 : 開戦に至る思想の系譜 みすず書房

山口航 日米同盟史 法律文化社

吉川利治 同盟国タイと駐屯日本軍 : 「大東亜戦争」期の知られざる国際関係 雄山閣

吉本秀子 軍隊と言論 : 米国占領下沖縄におけるメディア管理政策 明石書店

【アジア･中東・アフリカ・ラテンアメリカ・オセアニア関係】

青木健太、笠井亮平、中東調査会

（編）

中東ユーラシアから世界を読む : 連結する地域と秩序再編 岩波書店

浅野和生（編著） 台湾の国防体制と東アジアの安全保障 展転社

石井正子（編） 紛争地域における信頼のゆくえ 東京大学出版会



加治宏基 中国の外交と国連システム : 「国際の平和及び安全」をめぐるパラドクス 明石書店

木村光彦（編訳） ソ連軍政期-建国初期 知泉書館

近現代東アジア研究叢書編集委員

会、国立台北大学歴史学系（共

編）、小山三郎（責任編集）

東アジア社会をつなぐ越境、脈動する文化 霞山会

黄喜佳 中国共産党中央局の研究 : 集権と分権を架橋する広域統治機構 東京大学出版会

高暁彦 毛沢東時代の統治と民兵 名古屋大学出版会

小林晃 南宋政治史論 汲古書院

駒野欽一 イラン革命史 : イスラム体制の存続とその行方 明石書店

佐伯康子 ミクロネシアの国際政治 成文堂

徐勇（著）、張成、張澤杰（訳） 都市と農村における中国政治の異相 明徳出版社

杉田弘也（編） 現代オーストラリア政治 法律文化社

鈴木隆 習近平研究 : 支配体制と指導者の実像 東京大学出版会

高城建人 韓国黎明期の民主政治への試み : 大統領制と議院内閣制の攻防 明石書店

橘生子 1964年ブラジル・クーデタと民主体制の崩壊 : 冷戦期ラテンアメリカにおける軍政の

誕生

花伝社

タンシンマンコン、パッタジット タイ外交史を読み直す : 「竹の外交論」からの脱却 東京大学出版会

徳永佳晃 イラン議会制の理念と現実 : 1920年代の議会政治とレザー・シャー支配体制 東京大学出版会

ナヴォン、エマニュエル（著）、

滝川義人（訳）

イスラエル外交史 ミルトス

中西嘉宏、永井史男、河野元子

（編著）

東南アジア政治へのアプローチ : 君主制・統治・社会経済 晃洋書房

馬嘉嘉 中華人民共和国における腐敗と反腐敗 : 改革開放前後での連続と変容 明石書店

ブロブスト、ピーター・ジョン

（著）、保苅俊行（訳）

グレート・ゲームの未来 : 英領インドとユーラシアの戦略地政学 明石書店

松田康博 中国と台湾 : 危機と均衡の政治学 慶應義塾大学出版会



三宅康之 「中国」をめぐる国交樹立外交 : グローバル展開と国際社会の対応 名古屋大学出版会

村田雄二郎 現代中国という問い : 辛亥革命から「中国の夢」まで 晃洋書房

村上勇介、出岡直也、山岡加奈子（編）現代ラテンアメリカ政治 法律文化社

文京洙、中戸祐夫、生駒智一（編

著）

現代韓国の軌跡 : 政治・社会・国際関係 晃洋書房

林哲 朝鮮現代史論 : 解放一年史を問いなおす 法政大学出版局

林秀光 中国共産党と三峡ダム : 国家プロジェクトの政治過程 慶應義塾大学出版会

【アメリカ・ヨーロッパ関係】

浅田進史、板橋拓己、香月恵里

（編著）

岐路に立つドイツの「過去の克服」 : イスラエル・パレスチナ紛争からの問い 大月書店

浅海保 アメリカの覇権喪失と世界の転換 筑摩書房

池田嘉郎 悪党たちのソ連帝国 新潮社

池本大輔 サッチャー : 「鉄の女」の実像 中央公論新社

石川捷治 統一戦線論 : 戦間期ドイツの歴史的経験から未来へ 晃洋書房

泉淳 米国ムスリムと民主主義 : イスラモフォビアへの抵抗 ミネルヴァ書房

井上弘貴 アメリカの新右翼 : トランプを生み出した思想家たち 新潮社

加藤洋子 センサスが語るアメリカ史 : 人口と統治の結びつきがもたらす国家の変容 彩流社

加藤喜之 福音派 : 終末論に引き裂かれるアメリカ社会 中央公論新社

カルマー、アイヴァン（著）、加

藤恵津子、神原ゆうこ、坂田敦志

（訳）

白人になれない白人たち : 中欧の反リベラリズムとレイシズム 彩流社

北和樹 EUのAIガバナンス : 新技術に対する国際的な科学技術ガバナンスに向けて 晃洋書房

君塚直隆 議会制民主主義という神話 : イギリス近代史の真実 筑摩書房

清原聖子、鈴木健、兼子歩、下斗

米秀之（編著）

アメリカの〈分断〉とは何か : 学際的視点からその諸相を探る 大学教育出版



クンドナニ、ハンス（著）、中村

登志哉（訳）

ユーロ・ホワイトネス : 帝国主義と植民地主義から見る欧州統合 一藝社

桜井健吾 近代世界と宗教 : 19世紀ドイツのカトリック社会・政治運動 教文館

佐藤優 トランプの世界戦略 宝島社

佐橋亮、梅川健（編） トランプのアメリカ : 内政と外交、そして世界 東京大学出版会

塩川伸明 現代史の起点 : ソ連終焉への道 岩波書店

庄司克宏 EU : 統治の論理と思想 岩波書店

進藤榮一 現代アメリカ外交序説 : ウッドロー・ウィルソンと国際秩序 花伝社

スコット、アンドルー（著）、木

場隆夫（訳）

北欧の選択 : スウェーデン、フィンランド、デンマーク、ノルウェーとオーストラリ

アの政策分析

風詠社

高橋秀寿 ナチ時代のドイツ国民も「犠牲者」だったのか : 犠牲者の歴史政治学 白水社

武田健 合意を生み出すEU : 帰属意識と仲間意識の政治学 明石書店

テーア、フィリップ（著）、福田

宏、河合信晴（監訳）

東欧の体制転換と新自由主義 : 1989年以後のヨーロッパ みすず書房

鳥飼将雅 ロシア政治 : プーチン権威主義体制の抑圧と懐柔 中央公論新社

中野耕太郎、小野沢透、藤岡真樹

（編）

アメリカが創る世界、世界が創るアメリカ : アメリカ史の新地平 昭和堂

中林美恵子 日本人が知っておくべきアメリカのこと 辰巳出版

中林美恵子 アメリカの今を知れば、日本と世界が見える : 混迷が告げる時代大転換の予兆 東京書籍

中林美恵子、高成田享 トランプが壊した世界を日本が再生する : リベラルも飲みこんだ資本主義のリアル ビジネス社

永澤雄治 経済的相互依存と軍事対立 : 冷戦期の東西欧州貿易と冷戦後のEU東方拡大 晃洋書房

西山美久 現代ロシアの歴史認識論争 : 「大祖国戦争史観」をめぐるプーチン政権の思惑 慶應義塾大学出版会

日本EU学会（編） EU規制戦略の探究 有斐閣

ハーコート、B・E（著）、向山恭

一（訳）

革命を鎮圧せよ : アメリカが市民に仕掛けた戦争 法政大学出版局



ハーツ、ルイ（著）、西崎文子

（訳）

アメリカにおけるリベラルな伝統 岩波書店

萩原伸次郎 トランプ大統領の政治経済政策 : 世界を混乱させるその政策を歴史的に考察する かもがわ出版

橋本伸也 記憶の戦争 : 「ホロコースト」の呪縛と現代的危機 名古屋大学出版会

長谷川貴彦（編） サッチャリズム前夜の「民衆的個人主義」 : 福祉国家と新自由主義のはざまで 岩波書店

長谷川雄之 ロシア大統領権力の制度分析 慶應義塾大学出版会

フェレイラ、ジョゼ・メデイロス

（著）、横田正顕、西脇靖洋

（訳）

カーネーション革命 : 世界を揺るがしたポルトガル政変の軌跡 明石書店

古矢旬、三浦俊章（編訳） アメリカ大統領演説集 岩波書店

細谷雄一 国際連合の誕生 : 戦後平和へのイギリスの構想と外交 ミネルヴァ書房

本間圭一 フランス極右とメディア : 公共圏の歴史的変遷 勁草書房

マウ、シュテッフェン（著）、小

林和貴子（訳）

統一後のドイツ : なぜ東は異なり続けるのか 白水社

松代秀樹、椿原清孝（編著） トランプのあがき : このアメリカ第一主義とどう闘うか プラズマ出版

水島治郎（編） アウトサイダー・ポリティクス : ポピュリズム時代の民主主義 岩波書店

溝渕正季 アメリカの中東戦略とはなにか : 石油・戦争・同盟 慶應義塾大学出版会

村上政俊 「歪情報」の政治学 : アメリカの台湾政策を読み解く 晃洋書房

山本貴裕 リベラルなアメリカの「失われた魂」たち : 福音派とスコッツ・アイリッシュの世界 彩流社

吉野直也（編著） トランプ2.0 : 世界の先を知る100の問い 日経BP日本経済新聞出版

レモン、ルネ（著）、大嶋厚、中

村督、吉田徹（訳）

フランスの右派1815-1981 岩波書店

若松邦弘 わかりあえないイギリス : 反エリートの現代政治 岩波書店

論文



【一般】

アレキサンダー、 ロニー 「ジェンダー」を中心とする新たな平和学のビジョンを描く―すべての性・ジェン

ダーの人も安心できる「おうち」の創造に向けて

平和研究64

大平 剛 国際秩序の維持・発展装置としての国連開発援助体制 国連研究26

太田 宏, 佐藤 勉 パリ協定に貢献する鉱物資源及び金融・投資分野のガバナンスの現状と課題 : 採取産

業透明性イニシアティブとEUタクソノミー

国際政治214

尾立 要子 脱植民地政策におけるパブリック・ディプロマシーの役割 : フランス領南太平洋に関

するミュージアム再編・展覧会の事例から

国際政治217

籠谷 公司、尾野 嘉邦 外交的抗議のジレンマを解決できるのか―同盟関係にある大国の介入による解決可能

性を考える―

国際安全保障53(1)

勝間田 弘 序論　地域主義の新局面 国際政治216

川口 貴久 サイバー安全保障協力のミニラテラリズム―機能的ミニラテラリズムと地域的ミニラ

テラリズムの観点から―

国際安全保障53(2)

川村 陶子 序論　国際関係への文化的アプローチ 国際政治217

栗田真広 国際政治学における分析手法としてのウォーゲームの活用―実験的ウォーゲームの台頭とその活用をめぐる議論を中心として―安全保障戦略研究5(2)

河野 勉 コロナ禍における国連 国連研究26

米谷 三以 安全保障例外の意義 : 国際法秩序におけるGATT/WTOの位置付けを踏まえて 国際問題728

近藤 悠生、 山田 高敬 グローバルな気候変動ガバナンスの「共律化」―石油・ガス業界の低炭素化における

金融セクターの役割―

国際政治214

酒井 啓亘 「経済安全保障」に対する法の規律とその課題 国際問題728

阪口功 序論　地球環境ガバナンス研究の最先端 国際政治214

櫻井 孝 特許出願非公開制度の意義と課題 国際問題728

高松 香奈 人間の安全保障とジェンダー：「女性を標的とする暴力」を考察する 平和研究64

千葉 悠志 紛争報道とカタル外交―「惨劇」は他国の「力」にいかに変換されるのかー 中東研究555

中村 長史 国連による秩序構想における《教訓の選択》 国連研究26



原田 大樹 行政法学からみた経済安全保障 国際問題728

原田 有 能動的サイバー防御の地平―国際法上の可能性と取り得る措置の選択― 安全保障戦略研究5(2)

細谷 雄一 序論　政治的リーダーシップと国際安全保障 国際安全保障53(3)

松田 裕美 国連の結果重視マネジメント 国連研究26

松村 尚子 安全保障分野の政策エリートの見解と世論―コンジョイント実験を用いた予備的考察

―

国際安全保障53(1)

村上 友章 国連外交史の現在地 国連研究26

望月 康恵 国際社会の秩序構想における国連とマルティラテラリズム 国連研究26

本山 功 「良い」譲歩のための理論的検討 : 危機における譲歩の問題点と「評判を棄損しない

譲歩」

安全保障戦略研究6(1)

山本 剛 気候変動危機によって高まる電力安全保障の重要性 : メコンのバッテリー・ラオスを

事例に

国際政治214

湯川 拓 「地域」の位相―ポピュリスト対外政策における地域主義― 国際政治216

米田 立子 農業・食料分野における地球環境保全規範の受容要因 : 食料安全保障レジームの変容 国際政治214

和田 洋典 競合的な地域主義と制度的リベラリズム―経済三領域の検討を通して― 国際政治216

【日本関係】

加藤 恵美 在日大韓基督教会の反民族差別運動 : キリスト者のトランスナショナル・ネットワー

クの役割

国際政治217

加藤 博章 湾岸戦争と自衛隊海外派遣の開始―日米安保と国内法の交錯 国際政治215

金子 聖仁 戦間期日本における対外文化政策の「分岐」 : 「対支文化事業」と「国際文化事業」

に着目して

国際政治217

兼原 信克 揺らぐ世界秩序と日韓両国の責任 国際問題726

龔氷 怡 中国市場をめぐる日米競争　一九七七―一九八二――コンピューター輸出問題を中心

に――

国際政治215



楠 綾子 序論　一九八〇年代の日米関係 国際政治215

斎川 貴嗣 一九八〇年代初期における「ユネスコの危機」と日本 : 文化としてのユネスコ 国際政治217

佐々木 雄一 勢力範囲（勢力圏）概念と近代日本外交―第一次世界大戦前後日本外交の「連続／転

換」問題とともに―

国際政治214

進藤 翔大郎 日米オレンジ問題とロビー活動――アメリカ対日協議会の遺産としてのケイ・スガハ

ラの政治的役割――

国際政治215

髙良 沙哉 基地の島沖縄の人々の日常の平和と軍事性暴力 平和研究64

東郷 雄太 天安門事件と日米関係――中国との関係回復をめぐる協調の模索―― 国際政治215

冨田 晃正 「外圧」作用のプロセスにおける企業形態の重要性―総合電機メーカーとしての半導

体業界から見る日米経済摩擦―

国際政治215

中村 凌太郎 外交官及領事官試験制定後の外務省と外交官養成プログラム 年報政治学2025(Ⅰ)

西脇 修 日米経済摩擦と国際秩序―米中通商摩擦との対比において― 国際政治215

浜井 和史 捕虜補償問題と「政府間和解」―対日平和条約第一六条実施をめぐる外交― 国際政治215

福島 啓之 原爆の記憶から核のタブーへ―投下の正当性、核兵器の軍事的有用性と反核の規範意

識―

国際政治215

本田 雅俊 中台をめぐる日本政治のパラダイム転換 問題と研究54(4)

湯川 勇人 満州事変と谷正之―満州事変は戦間期の外務省をどう変えたのか 年報政治学2025(Ⅱ)

横山 雄大 一九七二年グロムイコ訪日と佐藤栄作政権 国際政治217

【アジア・中東・アフリカ・ラテンアメリカ・オセアニア関係】

青山 瑠妙 中国外交のカナメ : イスラエル・ガザ戦争に対する中国のアプローチ 国際問題723

伊集院 敦 韓国ミドルパワー外交の変容 : 実用主義と地域戦略の調整 国際問題726

林 載桓 比較政治学は習近平一強体制の登場を説明できるか―権威主義体制における権力の個

人化の条件とメカニズム―

アジア経済66(1)

江﨑 智絵 イスラエルとパレスチナとの埋まらぬ溝―第二次トランプ政権下でのパレスチナ問題 中東研究553



苑 志佳 中国の対アフリカ政策の現在とアフリカ経済の動向 国際問題725

王 国臣、戴 正勛 米中貿易戦争と中国の経済情勢―中国の政治経済リスク総合指数の構築と運 問題と研究54(3)

王 智健 ビッグサイエンスと地球環境保護―中国の科学者の役割に着目して― 国際政治214

王 綉雯 第二次トランプ政権において想定される 米中ハイテク戦争の展開 問題と研究54(2)

金子 真夕 トルコの危機対応と地域外交―イラン・イスラエル戦争が示した力学 中東研究555

金子 真夕 エルドアン政権下における統治と宗教の再編―選択的ライクリッキとイスラームの再

政治化

中東研究554

木村 幹 第六共和国体制の終焉? : 韓国における民主主義をめぐる試行錯誤 国際問題726

切通 亮 軍事的視点から見た台湾有事の蓋然性― ウォーゲームと攻勢・防勢理論による検証

―

安全保障戦略研究6(1)

廖 小娟 1980 年代の日米と現在の米中での 貿易戦争開始前における経済的 権力競争の比較 問題と研究54(2)

古賀 慶 東南アジアにおける戦略的・機能的ミニラテラリズム 国際安全保障53(2)

小林 周 北アフリカと「アフリカの角」をめぐる国際関係の連動 : 中東諸国の関与がもたらし

た地政学的影響

国際問題725

小針 進 尹錫悦大統領の「非常戒厳」と弾劾・逮捕をめぐる日本社会の「眺め」 国際情勢95

近藤 則夫 インド北東部における連邦制の検討―周辺地域における国家統合と州自治― アジア経済66(2)

齊藤 孝祐 インド太平洋地域における「テクノ・ミニラテラリズム」の展開―棲み分けがもたら

す調和と不調和―

国際安全保障53(2)

斎藤 正道 対イスラエル戦争前後のイランにおける排外主義―アフガン人脅威論をめぐって 中東研究555

相良 祥之 グローバル・ガバナンスと紛争解決－1994年ハイチのカーター合意－ グローバル・ガバナンス11

佐々木 智則 中国人民解放軍の日本に対する認識― 戦略三文書発表前後の分析を中心に ― 安全保障戦略研究6(1)

佐藤 章 サヘル・アフリカの不安定化とその含意 国際問題725

佐藤 考一 東シナ海・南シナ海における中国の海洋攻勢の構図 アジア研究71(1-2)

庄司 智孝 ベトナムの「竹外交」―大国間競争での生存戦略― 安全保障戦略研究5(2)

白谷 望 モロッコの「穏健なイスラーム」モデルの国際的発信 中東研究554



鈴木 隆 21世紀の新たな近代モデルとしての「中国式現代化」 : 2023年2月7日の習近平演説

について

国際情勢95

鈴木 啓之 イスラエルの対イラン関係の変遷：「最大の脅威」はいかにして出現したのか 中東研究555

平 寛多朗 イラン・イスラエル戦争と地域政治の再編―パレスチナ、ヨルダン、エジプトの立場

からー

中東研究555

平 寛多朗 ヨルダンにおける統治と宗教の現在―王政とムスリム同胞団ヨルダンーー 中東研究554

高尾 賢一郎 サウジアラビアが抱く第二次トランプ政権への期待と不安 中東研究553

高橋 雅英 湾岸産油国と米国のエネルギー関係―石油市場での競合と天然ガス産業での協力 中東研究554

高原 明生 中国は既存の国際秩序に対する挑戦国であり続けるのか 国際問題723

武居 智久 同盟と抑止 : 日本と東アジアへの含意 国際問題727

武内 進一 アフリカ諸国の国連投票行動―ロシア・ウクライナ戦争をめぐって― 国際政治216

武内 進一 アフリカはどこに向かうか、日本は何をすべきか 国際問題725

玉田 芳史 タイ政治の脱民主化 : 司法と君主制 国際情勢95

崔 智喜 第18富士山丸事件からみる冷戦終焉前後の日朝関係―事件発生から船員帰還による解

決までをたどる

アジア研究71(1-2)

崔 在林、李 斗遠、李 承勲 韓日経済の収斂と構造転換 国際問題726

陳 文甲 日本の戦略的自律への転換と日台関係の再構築：2023-2025年における米中 指導体

制変動の影響

問題と研究54(4)

土屋 貴裕 中国の「法律戦」 : 人民解放軍における概念の展開と運用実態 国際情勢95

土屋 貴裕 習近平のリーダーシップと安全保障 ―党中央への一元化および制度と運用の再編― 国際安全保障53(3)

鶴岡 路人 ミニラテラリズムとしてのAUKUS―特殊性と普遍性の相克― 国際安全保障53(2)

出町  一恵 アフリカ経済の現状と展望 国際問題725

内藤 二郎 中国の経済政策の動向と課題 国際情勢95

中川 浩一 パレスチナ国家承認の今日的意義―トランプ2.0による「力による平和」が唯一の打

開策か

中東研究555

中逵 啓示 米中新冷戦を叫ぶことの帰結 問題と研究54(2)



長沼 加寿巳 中国人民解放軍が想定する認知域作戦の特徴― 欧米諸国の研究と軍機関紙『解放軍

報』等の論考を比較して―

安全保障戦略研究6(1)

東 佑太 宗教的差別に抗したインド系ユダヤ移民 : イスラエルにおける婚姻問題と抗議行動の

分析

国際情勢95

平岩 俊司 金正恩体制の強国政策と外交展開 : 国防力強化と安全保障環境の組み替え 国際問題726

福島 康仁 宇宙安全保障協力のミニラテラリズム―インド太平洋地域での台頭とその背景― 国際安全保障53(2)

福田 円 頼清徳政権に向き合う中国 国際問題723

藤原 辰史 イスラエルの食権力―洗練される生態学的統治ー 平和研究63

古谷 健太郎 中国の海上におけるグレーゾーン戦略と周辺国の対応―日本およびフィリピンを例に アジア研究71(1-2)

牧野 久美子 2024年総選挙後の南アフリカの内政と外交の課題 国際問題725

益尾 知佐子 アジアの海洋秩序と政経不可分性 アジア研究71(1-2)

松里 公孝 旧ソ連諸国の内政と露ウ戦争：アルメニア、モルドヴァ、リトアニア スラヴ研究72

松原 優華 紛争勢力の組織変化からみる和平合意の履行と破綻―シエラレオネ紛争における3つ

の和平合意の帰結―

アジア経済66(3)

松原 優華 西アフリカにおける紛争予防―地域機構と市民社会組織の連携― 国際政治216

三村 光弘 北朝鮮における「多極化」認識 : 公式メディアの報道を中心に 国際情勢95

毛利 亜樹 南シナ海にさす台湾問題の影―中国の対外戦略が形成する海洋政策の観点から アジア研究71(1-2)

毛利 亜樹 中国における日本「三海聯動」論 国際問題723

持田 洋平 20世紀前半のシンガポールにおける移民、出入境管理制度の発展―植民地警察機構と

華人経済との連動に着目して

アジア研究71(3-4)

山岡 陽輝 軍隊に呼びかけるイスラーム主義者 : 解放党の「アクサーから軍隊への呼びかけ」運

動とその論理

国際情勢95

山口 信治 中ロ提携深化の諸相 国際問題723

山﨑 周 インド太平洋地域主義の限界―中国によるＡＳＥＡＮ制度戦略の逆用― 国際政治216

山根 聡 2024年のパキスタン情勢 : 総選挙、反政府デモの扇動、軍の不安定化 国際情勢95



兪 敏浩 日中国交正常化における中国の政策過程―国際情勢認識の変化と政策決定の論理― 国際政治214

吉田 智聡 ガザ紛争を経て変容するフーシー派の政治・軍事戦略―地域アクターへの躍進と浸

透・斬首懸念の狭間で進む体制防衛

中東研究553

吉野 文雄 ブルネイの原油・天然ガスの枯渇 国際情勢95

黎 立仁 米中対立下における日台半導体産業の 発展と連携パターンの進化 問題と研究54(2)

【アメリカ・ヨーロッパ関係】

青山 弘之 ウクライナとシリア 「味方の敵は敵」、「敵の味方は敵」の論理 国際情勢95

赤川 尚平 イギリス植民地省中東局の成立 国際情勢95

足達 好正 米国の対テロ戦略に関する一考察― 標的殺害に係る分析を中心に ― 安全保障戦略研究 6(1)

石田 周 EUタクソノミーの政治経済学─タクソノミー規制の「対象範囲」を巡る対立を中心

に

日本EU学会年報45

市田 章 米英の懲罰的サイバー抑止と拒否的サイバー抑止の進化－2010年代後半以降の攻勢

的サイバー作戦と能動的サイバー防御－

グローバル・ガバナンス11

上原 良子 フランスのインド太平洋戦略 : 海洋安全保障と新たなパートナーシップの模索 国際情勢95

臼井 陽一郎 ヨーロッパ再軍備計画はEUを変えるのか? : 分断化の克服へ向けて 国際問題727

内田 真人 欧州通貨統合に向けたフランスのリーダーシップ 日本EU学会年報45

遠藤 乾 NATOの液状化 国際問題727

大澤 傑 グアンタナモ米海軍基地固定化の要因― キューバの「特殊性」とは何か ― 安全保障戦略研究 6(1)

岡田 美保 ロシアはどう見ているのか : 決意なき戦力か、戦力なき決意か 国際問題727

岡部 芳彦 ゼレンスキー大統領とオレナ夫人のリーダーシップとその背景 国際安全保障53(3)

金子 真夕 第二次トランプ政権とトルコ外交―対米戦略と地域再編への対応に 中東研究553

北村 朋史 経済的強制への対抗は可能か : EUの「反強制措置」(ACI)の検討を通じて 国際問題728

久保庭 眞彰 ロシア・ウクライナ戦争のロシア経済へのインパクト：経済成長と国際貿易を中心に

して

問題と研究54(1)

黒川 洋行 オルド自由主義の経済思想がEEC設立条約に与えた影響 日本EU学会年報45



合六 強 揺らぐ米国の「核の傘」への信頼 : 第2次トランプ政権と欧州における核抑止 国際問題727

小浜 祥子、飯田 健 米国における政党分極化と日米同盟の信頼性に関する実験研究 国際安全保障53(1)

阪田 恭代 第2期トランプ政権と日米韓連携の行方 : ポスト・キャンプ・デービッドの課題 国際問題726

佐々木 卓也 第2期トランプ政権の始動 国際問題724

佐藤 俊輔 危機後ＥＵ移民・難民政策の対外的次元―外部化の課題と限界― 国際政治216

佐藤 智恵 海洋の利用と海洋環境保護の必要性─EUにおける海洋空間計画の役割ー 日本EU学会年報45

出頭 愛斗 戦間期ソ連外交の一断面 : ポーランドとの不可侵条約締結交渉を巡って、1926年～

1928年

国際情勢95

正躰 朝香 欧州移民ガバナンスにおける文化的多様性 国際政治217

瀬川 高央 カーター政権初期のSALTⅡ交渉と大統領＝議会関係—戦略兵器の削減と条約の検証

をめぐる論争—

国際政治217

高橋 雅英 フランスにとっての中東―エネルギー、インド太平洋戦略、IMEC構想の観点から 中東研究555

田中 聡 紛争後ボスニアの地方分権化をめぐる政治学－国家建設と権力分有の相剋－ グローバル・ガバナンス11

田中 素香 EUの中国EVへの追加関税と対中国通商政策 日本EU学会年報45

南波 慧 EUにおける保護者に同伴されない子どもの保護と国境管理 日本EU学会年報45

西山 隆行 アメリカの「裏切り」? : ヨーロッパ「放棄」の国内政治的要因 国際問題727

長谷川 雄之 ロシア大統領のリーダーシップと外務省 ―外交政策の統制メカニズム― 国際安全保障53(3)

樋口 敏広 アメリカにおける平和史研究とその動向 平和研究63

廣瀬 陽子 ブダペスト覚書再考 : ウクライナを事例に 国際情勢95

舟津 奈緒子 2024年アメリカ大統領選挙から見える国内の分断と外交への影響 国際問題724

前嶋 和弘 第2次トランプ政権の中東政策 中東研究553

前嶋 和弘 トランプ第2次政権の政策の方向性 : 「半分の国民」の上に立つニューノーマル 国際問題724

前嶋 和弘 「第三の勢力」が固めたトランプ勝利 : 2024年アメリカ大統領選挙と第三政党 国際情勢95

待鳥 聡史 第2期トランプ政権と連邦議会 : 共和党統一政府は政策刷新につながるか 国際問題724

松岡 美里 「合意に基づく覇権」の構築―オバマ政権からバイデン政権までのインド太平洋政策

―

国際政治216



松永 泰行 「直接」交渉の行方―イランと第二次トランプ政権 中東研究553

松本 明日香 アメリカによるデジタル産業の自由化と統制 国際政治217

宮下雄一郎 エマニュエル・マクロンの国際秩序観 ―国際政治アクターとしてのフランスの可能

性と限界―

国際安全保障53(3)

宮本 聖斗 EUの拡大政策における民主主義後退の容認─セルビアのベオグラード市議会選挙を

事例に

日本EU学会年報45

森 聡 インド太平洋におけるアメリカのミニラテラル安全保障協力の発展 国際安全保障53(2)

森 聡 第2次トランプ政権の対外政策の始動 : 当面の注目点と課題 国際問題724

渡辺 靖 中東に対するトランプ政権の視座：ハードパワー志向と地域秩序の再設計 中東研究555

渡邉 智明 プライベート標準とパブリック環境ガバナンスの共進化―メタ・ガバナンスとしての

欧州標準化システムとＥＵ違法伐採規制―

日本EU学会年報45

渡邉 理絵 ドイツのエネルギーガバナンス（一九八三年―二〇二一年）―政権交代、重層的ガバ

ナンス、危機―

日本EU学会年報45

汪 哲仁 「内を治めるにはまず外を」ーロシア・ウクライナ戦争下におけるプーチン新政権の

ロシア金融政策の課題ー

問題と研究54(1)


